
６５
歳
以
上
の
人
口
割
合
が
２１
％

を
超
え
る
と
「
超
高
齢
社
会
」
と

呼
ば
れ
る
。
日
本
は
す
で
に
そ
こ

に
到
達
し
、
２
０
４
５
年
に
は
３７

％
に
迫
る
と
さ
れ
る
。
科
学
の
進

歩
は
人
類
の
寿
命
を
延
ば
し
た

が
、
な
か
に
は
重
度
の
認
知
症
を

抱
え
る
方
、
糖
尿
病
の
合
併
症
で

失
明
に
い
た
る
方
、
人
工
透
析
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
方
も
少
な
く
な

い
。
超
高
齢
社
会
に
お
い
て
は
、

そ
の
傾
向
が
益
々
強
ま
る
と
考
え

ら
れ
、
健
康
寿
命
の
延
伸
は
、
今

や
喫
緊
の
課
題
だ
。

誰
も
が
病
を
気
に
せ
ず
に
暮
ら

せ
る
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
ケ
ア
社
会

を
目
指
す
川
崎
市
の
ナ
ノ
医
療
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｎ
Ｍ
）
で
は
、
ウ
イ
ル
ス
サ
イ

ズ
の
ナ
ノ
マ
シ
ン
を
体
内
の
微
小

環
境
に
常
時
循
環
さ
せ
、
検
出
、

診
断
、治
療
を
行
う
「
体
内
病
院
」

を
２
０
４
５
年
に
実
現
す
る
研
究

を
走
ら
せ
て
い
る
。
そ
の
ど
れ
も

が
超
高
齢
社
会
を
に
ら
ん
だ
テ
ー

マ
と
言
え
、
こ
れ
ま
で
に
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
８
社
が
誕
生
し
、
社
会

実
装
の
道
を
突
き
進
む
。

そ
の
ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
が
、
さ
ら
に

見
据
え
る
の
が
新
た
な
角
度
か
ら

超
高
齢
社
会
を
捉
え
、
斬
新
な
科

学
的
解
決
策
を
探
る
こ
と
、
そ
し

て
教
育
だ
。

着
想
は
、
３０
年
後
に
超
高
齢
社

会
を
支
え
る
現
代
高
校
生
と
共
に

考
え
た
。
労
働
力
が
不
足
す
る
、

病
床
が
足
り
な
い
、
社
会
保
障
費

が
膨
ら
む
、
体
の
不
自
由
な
高
齢

者
が
増
え
る

�
。

次
々
と
浮
か
ぶ
課
題
に
高
校
生

ら
は
悲
観
し
な
が
ら
も
、
サ
イ
ボ

ー
グ
や
人
工
義
体
の
活
用
、
ロ
ボ

ッ
ト
技
術
で
身
体
・
思
考
能
力
を

高
め
る
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
高
齢
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
に
よ
る
体
調
・
健
康
管
理
、

万
能
ワ
ク
チ
ン
、
社
会
の
愛
な
ど

が
、
新
し
い
未
来
を
形
作
る
と
構

想
し
た
。

１
月
２１
日
、
ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
が
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
し
た
座
談
会
。
高

校
生
ら
の
提
案
を
、
企
業
や
教
育
、

科
学
、
看
護
な
ど
の
識
者
が
議
論

し
た
。

そ
も
そ
も
、
い
ま
の
超
高
齢
社

会
も
科
学
や
医
療
の
進
歩
が
な
け

れ
ば
な
し
得
な
い
と
指
摘
さ
れ
て

き
た
が
、
医
療
、
交
通
、
通
信
、

教
育
な
ど
幅
広
く
社
会
基
盤
が
整

い
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が

っ
た
。

旭
化
成
の
前
社
長
で
が
ん
研
究

会
の
浅
野
敏
雄
理
事
長
は
「
こ
の

現
代
を
実
現
で
き
た
プ
ラ
ス
面
に

感
謝
し
た
い
」
と
前
置
き
し
、「
４０

年
前
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
も
ゲ
ノ

ム
編
集
も
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン

も
、
だ
れ
も
予
想
し
な
か
っ
た
。

高
校
生
の
提
案
の
ほ
と
ん
ど
が
、

よ
り
具
体
的
に
実
現
で
き
る
は
ず

だ
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

高
校
生
が
描
く
未
来
が
夢
の
よ

う
で
も
、
科
学
技
術
は
現
実
に
す

る
力
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
ど

う
生
き
た
い
か
、
１
人
ひ
と
り
が

考
え
直
す
チ
ャ
ン
ス
だ
」
と
日
本

科
学
未
来
館
の
伊
達
雄
亮
・
科
学

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
は
あ
え
て
問

う
。
科
学
の
発
展
を
誰
も
が
望
む

訳
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
東
京
医
科

歯
科
大
学
生
体
材
料
工
学
研
究
所

の
田
畑
美
幸
助
教
も
「
多
様
な
価

値
観
を
受
け
入
れ
る
選
択
肢
が
必

要
だ
と
気
づ
か
さ
れ
た
」と
言
う
。

健
康
寿
命
の
延
伸
に
は
、
若
い

頃
か
ら
培
わ
れ
た
健
康
リ
テ
ラ
シ

ー
も
重
要
と
さ
れ
る
。
川
崎
市
教

育
委
員
会
教
育
政
策
室
の
安
斎
陽

子
担
当
課
長
は
高
校
生
と
最
先
端

で
活
躍
す
る
研
究
者
た
ち
と
の
対

話
に
も
参
加
し
た
経
緯
を
振
り
返

り
「
教
室
で
の
授
業
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
ふ
れ
あ
い
か

ら
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
肌
で
感

じ
た
」
と
、１１
月
に
予
定
す
る
「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
で
の
高
齢
者
と

若
者
の
交
流
と
い
っ
た
機
会
へ
の

期
待
を
示
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
出
現

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
な
ど
新
技

術
の
普
及
を
早
め
た
一
方
、
訪
問

看
護
の
過
重
労
働
な
ど
深
刻
な
問

題
も
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。
そ
の

一
つ
に
看
護
師
不
足
が
あ
る
。
川

崎
市
看
護
協
会
の
堀
田
彰
恵
会
長

は
「
体
力
面
だ
け
で
な
く
精
神
的

な
負
担
も
大
き
く
、
離
職
率
は
極

め
て
高
い
」
と
、
超
高
齢
社
会
の

本
格
到
来
を
前
に
危
機
感
は
強

い
。と

こ
ろ
が
、
看
護
の
課
題
に
目

を
向
け
る
科
学
技
術
は
少
な
い
。

堀
田
氏
は
「
看
護
業
界
が
科
学
と

向
き
合
う
場
面
は
あ
ま
り
な
か
っ

た
。
看
護
師
が
就
労
し
続
け
ら
れ

る
ア
イ
デ
ア
を
研
究
者
と
一
緒
に

考
え
て
い
く
機
会
を
作
っ
て
い
き

た
い
」
と
、
こ
の
難
局
の
打
開
策

を
模
索
す
る
。

ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
が
体
内
病
院
の
実

現
と
並
行
し
て
行
う
新
た
な
取
り

組
み
は
「
看
民
工
学
」
だ
。
２
月

１８
日
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
し
、「
民
を
看
る
工

学
」
が
超
高
齢
社
会
の
課
題
解
決

に
ど
う
貢
献
で
き
る
か
を
探
る
。

↑2/18 開催の看民工
連携シンポジウム事前
登録はこちらから

③

超高齢社会、新世代が打破

欠かせぬ看護や教育視点

記事広告

夢
の
技
術
を
科
学
が
具
現
化


